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（ユネスコ学習権宣言）学習権とは、読み書きの権利であり、
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公民館は市民の文化活動や学習公民館は市民の文化活動や学習、、仲間づくりなどのための学習施設です。仲間づくりなどのための学習施設です。
会場会場や図書室のや図書室の利用、講座利用、講座への参加への参加などを通してさまざまな学びを広などを通してさまざまな学びを広

げることができます。会場の利用や講座への参加は無料です。講座へ参加げることができます。会場の利用や講座への参加は無料です。講座へ参加
する際、手話通訳が必要な方は、事前に公民館へお問い合わせください。する際、手話通訳が必要な方は、事前に公民館へお問い合わせください。

つどい、
まなび、つながるつどい、
まなび、つながる

―公民館をご利用ください―

公
民
館
の
催
し

公
民
館
の
催
し

講
座
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
公
民
館
が

主
催
す
る
事
業
は
「
公
民
館
だ
よ
り
」

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。「
図
書
室
の
つ
ど
い
」や「
公

民
館
映
画
会
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
催

し
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

➡公民館前に「くにっこ」の
バス停があります！

４月
２日（土）昼　　図書室のつどい
� 『高校教師、住まいを捨てる』
21日（木）夜～　文化祭実行委員会

５月
７日（土）昼～　しょうがいしゃ青年教室
10日（火）朝～　生活のための日本語講座
11日（水）朝～　シルバー学習室
12日（木）夜～　くにたちブッククラブ
1７日（火）朝～　女性のライフデザイン
28日（土）昼～　からだであそぼう
� ～のびのびとうごくワークショップ～

29日（日）昼　　図書室のつどい
� 『海獣学者、クジラを解剖する。』

※ 各講座の詳細は３ページ
以降をご覧ください。

公民館　☎（５７2）５１４１

　感染の状況により、講座開催の延
期や中止など変更があった場合は、
公民館入り口付近への掲示や、ホー
ムページでお知らせいたします。
ご不明の点はお問い合わせください。

講座情報▲

今年度の公民館講座が始まります！

国立駅南口から徒歩約５分

至立川

金融機関富士見
通り

スーパー
マーケット

JR国立駅
至東京

ドラッグストア 南　口

国立市公民館

大
学
通
り 公民館では毎月さまざまな講座を

実施しています。
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自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

公民館へご来館の際のお願い
・�検温をしてからお越しください。（発熱３７．５℃
以上、咳、咽頭痛等の症状のある方はご来館を
ご遠慮ください。）
・�マスクを着用してください。
・�石鹸等による手洗いや消毒液による手指の消毒
をしてください。
・�図書はできるだけ借りてご自宅でお読みいただ
くなどして、長時間のご利用はご遠慮ください。
ご不便をおかけしますがご理解ご協力をお願い申
し上げます。

備
　
品

備
　
品

公
民
館
内
で
使
う
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ

（
申
込
不
要
）
の
他
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
、
液
晶
モ
ニ
タ
ー
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ

イ
ヤ
ー
、
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
等
（
要
申

込
）
を
貸
出
し
し
て
い
ま
す
。

印
刷
機
は
、
市
内
の
グ
ル
ー
プ
活
動

な
ど
の
資
料
作
り
に
利
用
で
き
ま
す
。

紙
は
持
ち
込
み
で
す
。
イ
ン
ク
代
等

の
実
費
が
か
か
り
ま
す
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
の
措
置
に
つ
い
て

※
１　

各
部
屋
の
定
員
を
制
限
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
２　

会
場
の
使
用
前
、
使
用
後
に
は

備
品
の
消
毒
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
そ

の
際
の
消
毒
液
な
ど
は
各
グ
ル
ー
プ
で

持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

※
団
体
の
代
表
者
は
、
参
加
者
氏
名
と

緊
急
連
絡
先
を
必
ず
把
握
し
、
保
健
所

等
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
は
、
参
加

者
名
簿
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

会
　
場

会
　
場

公
民
館
に
は
、
市
民
に
よ
る
グ
ル
ー

プ
活
動
の
場
と
し
て
無
料
で
利
用
で
き

る
８
つ
の
会
場
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
民
交
流
ロ
ビ
ー
で
は
、
グ
ル
ー
プ
活

動
の
展
示
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

公
民
館
の
会
場
を
利
用
で
き
る
の
は
、

主
に
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方
で

構
成
さ
れ
る
、
３
名
以
上
の
自
主
的
な

活
動
を
行
う
グ
ル
ー
プ
で
す
（
※
１
）。

個
人
が
主
催
す
る
も
の
、
指
導
者
が
行

う
教
室
や
、
宗
教
活
動
、
政
治
活
動
、

営
利
に
関
わ
る
活
動
で
は
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

公
民
館
の
各
会
場
及
び
敷
地
内
は
喫

煙
・
飲
酒
禁
止
で
す
。
ま
た
、
調
理
が

で
き
る
の
は
実
習
室
の
み
、
音
を
出
せ

る
の
は
、
ホ
ー
ル
と
音
楽
室
の
み
で
す
。

使
用
後
の
机
等
の
備
品
は
必
ず
現
状
復

帰
し
て
く
だ
さ
い
（
※
２
）。

グ
ル
ー
プ
活
動
の
際
、
地
下
１
階
や

３
階
に
あ
る
給
湯
室
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
但
し
、
茶
葉
や
布
巾
は

各
グ
ル
ー
プ
で
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
使
用
し
た
お
茶
碗
は
必
ず
洗
い
、

布
巾
で
拭
い
て
く
だ
さ
い
。
ご
み
も
各

自
で
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

会
場
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
限
ら
れ

た
会
場
を
よ
り
有
効
に
活
用
で
き
る
よ

う
、
市
民
の
方
々
と
協
力
し
、
会
場
調

整
会
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

会
場
調
整
会
の
詳
細
は
、
公
民
館
に

あ
る
案
内
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
受
付
時
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
月
曜
、
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）。

グループの集まりの前後や合間に休憩したり、壁面を
グループの展示会などに利用することができます。 　図書室には約２万５千冊余りの本と、５０種類ほど

の日本語・外国語の新聞、雑誌があります。公民館
活動、市民活動の資料室としての役割を持っていま
す。開室時間中は自由に読むことができ、国立市内
在住、在勤、在学者および国分寺・府中・立川・日
野市民は借りることもできます。（市外の方は書籍
の取り寄せやリクエストはできません。）
　初めて借りる方は、住所や在学・在勤を確認でき
る公的証明書をお持ちください。図書利用カードは
市内の図書館と共通です。

開室時間　�火、木、金、日、祝日…朝９時～夕５時
水、土…朝９時～夜８時

休 室 日　毎週月曜日と年末年始、蔵書点検期間

１階　市民交流ロビー 図　書　室

どなたでも利用できますどなたでも利用できます

　今後の動向により、会場の使用について変更が
あった場合は、随時公民館内での掲示やホームペ
ージでお知らせいたします。ご不明の点はお問い
合わせください。

〈公民館各会場定員（平常時）〉
ホール
85名

音楽室
20名

講座室
35名

集会室
30名

中集会室
20名

小集会室
10名

和室
20名

実習室
10名

２階にもたくさんの本があります
講座参考図書コーナーもあります

地域資料や新聞・雑誌の閲覧が
できます

公
民
館
で
は

公
民
館
で
はW

i-Fi
W
i-Fi

が
使
が
使

え
ま
す
。日
頃
の
学
習
活
動

え
ま
す
。日
頃
の
学
習
活
動

等
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

等
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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学習権とは問い続け、深く考える権利であり、想像し、創造する権利であり、

人生では、様々な選択や意思決定が必要です。なかでも
子育ての時期は、育児、パートナーや家族関係、仕事や自
分の将来について悩む人が少なくありません。でも悩むの
は「こう生きたい」という希望や目標があるからです。
自分はどの様な人生や暮らしを送りたいのか、それを実
現するにはどうしたらいいのか、具体的に考えてみません
か。
同じ地域に暮らす女性たちと一緒に話し合うことで、次
のステージを見つめてみましょう。また、大人が学んでい
る間、子どもは公民館保育室であずかります。保育室では
子どもたちの成長を大事にしています。

〈取り上げるテーマ（予定）〉
・ライフ＆キャリアデザインの基礎知識
・日本の男女格差問題　・子どもの成長と親の役割
・父親の育児参加　
・これからの人権―ＬＧＢＴＩ
・自分時間を考えよう
・自分も相手も大切にするコミュニケーション　など

〈女性の生き方を考える講座〉〈女性の生き方を考える講座〉

女性のライフデザイン女性のライフデザイン

保　育　�子ども定員若干名（市内在住の方のみ、概ね
生後６ヶ月～未就学児、申込先着順）。講座
の申し込みと同時に申し込み。保育申込締
切：４月２１日（木）。保育室オリエンテーシ
ョンを５月１０日（火）朝１０時から行いますの
で、おやつ代３００円（全１２回分）をご持参のう
え、お子さんと一緒に参加してください。

保育付
講座

こ
の
講
座
で
は
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
読
ん
だ
感
想
や
講
師
の
お
話
を
聞
い
て
「
読
み
」
を
深
め
ま
す
。

自
分
と
は
違
う
背
景
を
も
っ
た
人
の
意
見
や
感
想
は
と
て
も
新
鮮
で
、
自
分
の
考
え
や
知
識
だ
け
で
は
得
ら
れ
な

い
新
た
な
視
点
を
獲
得
で
き
る
は
ず
で
す
。

今
年
度
の
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
で
は
"「
感
傷
」
に
抗あ

ら
が

う
こ
と
"
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
く
な
る
作
品
が
揃
い
ま
し
た
。

ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
し
て
み
て
下
さ
い
。

と　

き　

夜
７
時
半
～
９
時
半

と
こ
ろ　

公
民
館　

地
下
ホ
ー
ル　

定
員

３０
名

申
込
先

4
月
１４
日
㈭
朝
9
時
～　

公
民
館　

☎
（
５７２
）
５
１
４
１

月　

日

作　
　

品

講　

師

５
／
１２
㈭

井
上
荒
野
﹃
あ
ち
ら
に
い
る
鬼
﹄（

朝
日
文
庫
）
山
岸　

郁
子

（
日
本
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

６
／
９
㈭

金
原
ひ
と
み
﹃
持
た
ざ
る
者
﹄（

集
英
社
文
庫
）
榎
本　

正
樹

（
文
芸
評
論
家
・
現
代
日
本
文
学
）

７
／
１４
㈭

水
上
勉
﹃
雁
の
寺
﹄

（
新
潮
文
庫
）
大
木　

志
門

（
東
海
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

９
／
８
㈭

宇
佐
見
り
ん
﹃
か
か
﹄

（
河
出
文
庫
）
内
藤　

千
珠
子

（
大
妻
女
子
大
学
・
近
現
代
日
本
語
文
学
）

１０
／
１３
㈭

田
中
康
夫

﹃
３３
年
後
の
な
ん
と
な
く
、
ク
リ
ス
タ
ル
﹄

（
河
出
文
庫
）

深
津　

謙
一
郎

（
共
立
女
子
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

※
１１
月
㈭

奥
泉
光
﹃
東
京
自
叙
伝
﹄

（
集
英
社
文
庫
）
佐
藤　

泉

（
青
山
学
院
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

※
１２
月
㈭

福
永
武
彦
﹃
草
の
花
﹄

（
新
潮
文
庫
）
大
野　

亮
司

（
亜
細
亜
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

１
／
１２
㈭

松
田
青
子
﹃
女
が
死
ぬ
﹄

（
中
公
文
庫
）
小お

平だ
い
ら　

麻
衣
子

（
慶
應
義
塾
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

︿
く
に
た
ち
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
﹀

︿
く
に
た
ち
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
﹀

感
傷
か
ら
遠
く
離
れ
て

感
傷
か
ら
遠
く
離
れ
て

※
１１
・
１２
月
は
、
市
民
文
化
祭
の
日
に
ち

が
決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

コーディネーター　�新井　浩子（早稲田大学）
他ゲストトークの予定あり

と　き　毎週火曜日、朝１０時～１２時。全１２回。
 ５月１7日～９月２０日
 （７月１9日～８月３０日は夏休み）
ところ　公民館　３階集会室ほか
対　象　女性（年齢不問）　定　員 １２名
申込先　４月１２日（火）朝９時～
� 公民館☎（５７２）５１４１
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外外
がいがい

国国
こくこく

からきたみなさんのためのからきたみなさんのための

にほんごにほんごササ
ささ

ロロ
ろろ

ンン
んん

いま国
くに

立
たち

で生
せい

活
かつ

している外
がい

国
こく

からきたみなさん、
 みんなで話

はな

しながら交
こう

流
りゅう

しませんか。

「ゴ
ご

ミ
み

ってどうやって捨
す

てればいいの？」、「子
こ

どもが学
がっ

校
こう

からもらってくるお便
たよ

りが読
よ

めない」、「生
せい

活
かつ

の情
じょう

報
ほう

がほ
しい」、「友

とも

達
だち

が欲
ほ

しい！」など、悩
なや

みや疑
ぎ

問
もん

を話
はな

してみま
しょう。小

ちい

さなお子
こ

さんがいる方
かた

は、ぜひ一
いっ

緒
しょ

に参
さん

加
か

して
ください。
＊サ

さ

ロ
ろ

ン
ん

とは……交
こう

流
りゅう

の場
ば

、会
かい

話
わ

を楽
たの

しむ場
ば

を意
い

味
み

します。

場
ば

所
しょ

公
こう

民
みん

館
かん

定
てい

員
いん

各
かく

コ
こ

ー
ー

ス
す

とも１５人
にん

くらい
費
ひ

用
よう

テ
て

キ
き

ス
す

ト
と

代
だい

　２,５００円
えん

くらい
申
もうし

込
こみ

先
さき

公
こう

民
みん

館
かん

２階
かい

窓
まど

口
ぐち

で申
もう

し込
こ

んでください。
火
か

～金
きん

曜
よう

日
び

　９：００a.m.�­ ５：００p.m.（祝
しゅく

日
じつ

を除
のぞ

く）

Japanese classes for daily life
From 10May 2022， new semester will start．
If you would like to join this program or for more 
information， please call Kominkan or come to the office 
(2nd floor)．☎042（572）5141
For inquiries ： Tuesday to Friday，9：00～17：00

在公民馆举办的日常日语讲座將于２０２２／５／１０
开始新学期。想参加讲座或了解更多资讯，

请来电公民馆或前往公民馆办公室（２楼）。
☎０４２（５７２）５１４１　咨询电话：星期二～星期五　９：００～
１７：００

생활을 위한 일본어 강좌

２０２２년 ５월１０일부터， 일본어 강좌를 시작합니다．
참가하시고 싶은 분， 자세한 내용을 알고 싶은 분은 공민

관으로 전화를 하시거나，２층 사무실로 오셔서 문의 바랍
니다．☎０４２（５７２）５１４１
문의：　화요일～금요일 ９：００～１７：００
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よ

め
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テキスト『みん
なの日

に

本
ほん

語
ご

初
しょ

級
きゅう

Ⅰ』が終
お

わった
方
かた

日
にち

常
じょう

会
かい

話
わ

を学
まな

び
たい方

かた
ひらがなからは
じめます

ひらがなの読
よ

み
書
か

きができる方
かた

ひらがなが読
よ

め
る方
かた

テキスト『みん
なの日

に

本
ほん

語
ご

初
しょ

級
きゅう

Ⅱ』の３５課
か

まで
終
お

わった方
かた

講
こう

師
し

山
やま

本
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誠
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子
こ

河
かわ

村
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双
ふた

葉
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こ
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～ ５月
がつ

１２日
にち

～ ５月
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講
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座
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生
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活
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要
よう
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語
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を学
まな

びます。自
じ

分
ぶん

の日
に

本
ほん

語
ご

のレ
れ

ベ
べ

ル
る

に合
あ

わせて勉
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強
きょう

できます。市
し

内
ない

に住
す

んでいる小
ちい

さな子
こ

どものいる方
かた

は、子
こ

どもをあず
けて勉

べん

強
きょう

できます。
くわしいことは公

こう

民
みん

館
かん

までお問
とい

合
あわ

せください。
公
こう

民
みん

館
かん

☎042-572-5141

右
みぎ

にいくほど難
むずか

しくなります。

★各
かく
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前
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ご
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10時
じ

から、ボ
ぼ

ラ
ら

ン
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テ
て

ィ
ぃ

ア
あ

による会
かい

話
わ

練
れん

習
しゅう

のサ
さ

ポ
ぽ

ー
ー

ト
と

があります。
※「大

お と な

人のための会
かい

話
わ

」は５月
がつ

は第
だい

２、４火
か

曜
よう

日
び

、６・７月
がつ

は第
だい

１、３火
か

曜
よう

日
び

に実
じっ

施
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以
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降
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はお問
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合
あわ

せ下
くだ
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各
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終
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ち

域
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ぼ

ラ
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ン
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テ
て

ィ
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ア
あ

ス
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タ
た

ッ
っ

フ
ふ

との会
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話
わ

を楽
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しめます

→

←日
に

本
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語
ご

講
こう

座
ざ

の様
よう

子
す

レ
れ

ベ
べ

ル
る

の目
め

安
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初
しょ

級
きゅう

Ⅱ
初
しょ

級
きゅう
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入
にゅう

門
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S
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tarter
大
お と な

人のための会
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話
わ

初級Ⅱ
初級Ⅰ

入門
tarter

お と な

と　き　月
つき

１回
かい

　おおむね第
だい

３金
きん

曜
よう

日
び

、１０：００­１２：００a.m.
ところ 公

こう

民
みん

館
かん

　３階
かい

講
こう

座
ざ

室
しつ

など
申
もうし

込
こみ

・問
とい

合
あわせ

先
さき

公
こう

民
みん

館
かん

☎０４２­５７２­５１４１
協
きょう

力
りょく

：�ＫＵＮＩＢＯ（くにたち地
ち

域
いき

外
がい

国
こく

人
じん

のための防
ぼう

災
さい

連
れん

絡
らく

会
かい

）

← 昨
さく

年
ねん

度
ど

にほんごサ
さ

ロ
ろ

ン
ん

の様
よう

子
す

。

個人的・集団的力量を発達させる権利である。
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「しょうがいしゃ青年教室」と「喫茶わいがや」は、
しょうがいのある・なしに関わらず若者たちが一緒に楽
しみ合い・学び合うことを目指した活動です。
しょうがいしゃ青年教室のボランティアは、活動の企

画・運営をスタッフ同士や職員と協力しながら行いま
す。喫茶わいがやでは、しょうがいのある方とともにコ
ーヒーを淹れたりお菓子を作ったりと喫茶活動を行いま
す。ボランティアの経験がなくても、月１回からの参加
でも大丈夫！
公民館で、あなたの世界を広げてみませんか？ぜひお

気軽にお問合せください。

ところ　公民館内
� 喫茶わいがや、青年室ほか
対　象　高校生～３０代くらいまで
問合せ先・申込先
　公民館☎（５７２） ５ １ ４ １
　 sec_kominkan@city.kunitachi.lg.jp

学習権とはあらゆる教育の手だてを得る権利であり、

右記の６つのコースごとに、年に６～９回程度活動しま
す。いずれか１つのコースを選んで応募してください。
また、全体でのイベント（夏祭りやクリスマス会など）
も季節ごとに開催しており、希望に応じて参加できます。

期　間　５月～来年２月（一部３月まで）。月１～２回程度
対　象　�市内在住・在勤の学校卒業後（１8歳）～３０歳くら

いまでの「しょうがいしゃ手帳」を持つ方
申込先　�４月１２日（火）までの朝９時～夕５時の間に電話

で担当までご連絡ください（※後日面談有り）。
� 公民館　☎（５７２）５１４１
※�コースにはそれぞれ定員がありますので、ご希望にそ
えない場合もあります。ご了承ください。

コース 活動予定日 内容

スポーツ

第１土曜日
昼２時～４時

市内体育館などで様々なス
ポーツに挑戦します。昨年
度はキックベースやソフト
ボールなどを行いました。

クラフト

第４土曜日
朝１０時半～１２時

毎回オリジナルの工芸やア
ート作品を作ります。昨年
度は染物をしたり、絵本作
りなどをしました。

料　　理

隔月第３土曜日
夕４時半～６時

色々な料理に挑戦します。
昨年度は持ち帰って食べら
れるマフィンなどのお菓子
を作りました。

リトミック

隔月第２土曜日
さくら：朝１０時
半～１２時
いちょう：昼２
時～４時

さくら・いちょうの２コー
スに分かれて活動します。
音楽のリズムに合わせ身体
を動かしたり、歌ったりし
ます。

Y Y W

基本日曜日の午
後 ( 皆で相談し
て決めます )

一人ではやらないことを皆
で企画して楽しいときを過
ごす講座。昨年度は映画鑑
賞や昭和記念公園にピクニ
ックに出かけるなどをしま
した。

喫茶実習
開店時と希望日
時を調整して日
程を決めます。

公民館内の「喫茶わいがや」
でコーヒーを淹れるなど喫
茶体験をします。

しょうがいしゃ青年教室＆喫茶わいがや

ボランティア随時募集中

しょうがいしゃ青年教室は、しょうがいのある若者とない若者が共に活動して、お互いに学び合う場をつくるこしょうがいしゃ青年教室は、しょうがいのある若者とない若者が共に活動して、お互いに学び合う場をつくるこ
とを目的にした青年教育事業です。一緒に活動するメンバーを募集します。とを目的にした青年教育事業です。一緒に活動するメンバーを募集します。

しょうがいしゃ青年教室しょうがいしゃ青年教室

昭和記念公園でピクニック！（YYW） 真剣に作品づくり（クラフト）

お気軽に遊びにきてく
ださい♪（わいがや）

のびのびとからだを動かして、自分を表現してみません
か？まずは深呼吸をしてからだをほぐし、音楽やもの、い
っしょに参加するメンバーのからだなど、毎回、いろいろ
なヒントを使って楽しみながら自分のイメージを豊かに表
現していきます。
こころもからだも柔らかくして自分の可能性を開放し、
仲間と楽しく作品を創りましょう。講座の最後には、しょ
うがいしゃ青年教室のクリスマス会で作品を発表します。

ファシリテーター　　大川　あじさい

〈プロフィール〉アーティスト。演劇・ダンス・絵画作品
など発表。ジャンルにとらわれない独自の表現を模索・活
動中。喫茶「わいがや」元スタッフ。

と　き　 全８回。５月２８日、６月２５日、７月２３日、９月２４
日、１０月２２日、１１月２６日、１２月３日、４日（発表
会）　すべて（土）昼２時～４時

ところ　公民館　地下ホール（場合により講座室）
対　象　�身体を使って表現すること、しょうがいがある人

と一緒に舞台をつくることに関心がある方。年齢
・国籍・性別・しょうがいの有無は問いません。
※�しょうがいのある方は、後日面談の場合あり。
保護者の方や、ヘルパーさんの参加も歓迎！

定　員　１５名（申込先着順）
申込先　４月８日（金）朝９時～５月１３日（金）夕５時
　　　　公民館☎（５７２）５１４１

〈身体表現ワークショップ〉〈身体表現ワークショップ〉

からだであそぼう
―のびのびとうごくワークショップ――のびのびとうごくワークショップ―
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https://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kouminkan/

毎年秋に行われる『くにたち市民文化祭』に向けて、今
年度も実行委員会を立ち上げて準備をしていきます。
第１回の実行委員会では、文化祭の実施や方針について
の話し合いを踏まえ、発表の日時や場所を決めます。
文化祭は、美術、伝統文化、芸能など、日ごろのグルー
プ活動の成果を発表する場です。文化を通じて交流し、仲
間の輪を広げてみませんか。
文化祭を盛り上げ、地域での豊かな文化を育むために、
多くのグループの参加をお待ちしております。

【第１回　文化祭実行委員会】
と　き　４月２１日（木）夜７時～
ところ　公民館　地下ホール
問合先　公民館☎（５７２）５１４１
申込み　団体の代表者は、参加予定希望票（エントリーシ
ート）を４月２０日（水）夕５時までに公民館へ提出してく
ださい。用紙は公民館２階事務室にてお渡しします。希望
の候補日を３つご準備ください。

※�参加予定団体が多い場合は予め事務局で発表の日程を調
整します。

※団体の代表者は実行委員会に全回出席してください。
　（全４回開催予定）。
※�初めて参加を希望する団体は、４月１９日（火）夕５時ま
でに公民館にお電話ください。

文化祭の参加にあたって　新型コロナウイルス感染症拡大
の防止対策として、会場の定員制限を変更する場合がござ
います。ご希望の規模や会場での実施が難しい状況が発生
するなどご了承ください。

第６7回くにたち市民文化祭参加団体募集！参加団体募集！第１回実行委員会のお知らせ

シルバー学習室シルバー学習室
―新たな発見と地域の仲間づくり――新たな発見と地域の仲間づくり―

《
主
な
内
容
》　

＊
全
て
の
講
座
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す

◆
健
康
を
考
え
た
手
軽
な
料
理

　
　

高
血
圧
や
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の
食
事
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　
　
　
　
　

講
師　

北
川
　
み
ど
り
（
管
理
栄
養
士
）

◆
く
に
た
ち
の
自
然
に
目
を
む
け
る
（
自
然
観
察
）

　
　

春
と
秋
に
市
内
を
歩
い
て
、
自
然
の
移
り
変
わ
り
を
学
び
ま
す
。

　
　
　
　
　

講
師　

佐
藤
　
節
子
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
国
立
市
動
物
調
査
会
）

◆
地
域
を
知
る
（
地
域
探
訪
）

　
　

市
内
を
歩
き
な
が
ら
、
地
域
の
歴
史
や
魅
力
を
探
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

講
師　

今
村
　
和
義
（
心
遊
会
）

◆
三
原
色
で
絵
が
描
け
る
（
水
彩
画
入
門
）

　
　

初
心
者
で
も
描
き
や
す
い
「
キ
ミ
子
方
式
」
で
水
彩
画
に
挑
戦
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

講
師　

松
本
　
一
郎
（
キ
ミ
子
方
式
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
）

◆
音
を
楽
し
み
な
が
ら
体
を
動
か
す
（
リ
ト
ミ
ッ
ク
）

　
　

『
自
分
で
自
分
の
機
嫌
を
と
る
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
た
く
さ
ん
の
打
楽
器
で
心
と
身
体
を
ほ
ぐ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

講
師　

坂
本
　
真
理
（
む
ら
さ
き
ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ
ラ
ボ
）

◆
く
に
た
ち
の
昔
の
暮
ら
し
を
知
り
、
時
代
を
振
り
返
る
（
歴
史
）

　
　

昔
の
道
具
や
食
事
か
ら
、
国
立
の
歴
史
を
学
び
ま
す
。

　
　
　
　
　

講
師　

佐
伯
　
安
子
（
く
に
た
ち
の
暮
ら
し
を
記
録
す
る
会
）

◆
そ
の
他
懇
談
会
な
ど

と　

き　

５
月
１１
日
～
２
月
１５
日　

毎
週
水
曜
日　

朝
１０
時
～
１２
時　

※
水
彩
画
の
み
木
曜
日

と
こ
ろ　

公
民
館　

地
下
ホ
ー
ル
ほ
か
（
料
理
は
福
祉
会
館
）

対　

象　

お
お
む
ね
６０
歳
以
上
の
市
内
在
住
の
方

定　

員　

２０
名
（
年
間
を
通
し
て
参
加
で
き
る
方
）

申
込
先　

４
月
１３
日
（
水
）
朝
９
時
か
ら　

公
民
館
☎
（
５７２
）
５
１
４
１

１
年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
び
な
が
ら
、
同
じ
市
内
に
暮
ら
す
仲
間
と
の
交
流
を
深
め
て
い
く

講
座
で
す
。
終
了
後
に
は
同
窓
会
「
心
遊
会
」
に
参
加
し
て
、
サ
ー
ク
ル
活
動
を
続
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

春
か
ら
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
た
い
方
、市
内
で
の
仲
間
づ
く
り
を
し
た
い
方
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

昨年度　第１回実行委員会のようす

のんびりと歩きながら
くにたちの大自然を全身で感じます

昨年度は郷土料理“にーだんご”を
実際に作って食べました
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くにたち
デジタルブック

過去の公民館だよりをご覧
になりたい方は、『くにたち
デジタルブック』もご活用く
ださい。

▶
く
に
た
ち
デ

ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

国立市デジタルライブラリー

〈図書室のつどい〉〈図書室のつどい〉

『海獣学者、クジラを解剖する。』

公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。

お　話　田島　木
ゆ う こ

綿子（国立科学博物館　研究主幹）

みなさんは、クジラやイルカなど海の哺乳類が浅瀬で座
礁したり、海岸に打ち上げられる現象を知っていますか？
これを「ストランディング（stranding ＝漂着、座礁）」
と呼びます。
著者の田島さんは、この打ち上げられた海の哺乳類の死

体を解剖し、死因やストランディングの経緯を究明してい
ます。どうしてこのクジラは打ち上がり、死んでしまった
のか。その答えを見つけるために、一つ一つの死体から聞
こえる声に耳を澄ませます。
陸の哺乳類と比べて調査自体が難しく、実は未だに謎の

多い海の哺乳類。今回は、そんな海の哺乳類の生態や魅
力、ストランディングの謎、そして私たちの生活との関わ
りについて田島さんにお話しいただきます。

〈田島さんの本〉
表題作（山と渓谷社）、山田格との共著で『海棲哺乳類大
全：彼らの体と生き方に迫る』（緑書房）

と　き　５月２9日（日）昼２時～４時
ところ　公民館　地下ホール　定員　４０名（申込先着順）
申込先　４月２8日（木）朝９時～　公民館☎（５７２）５１４１

 
 

日日  時時 ５月 17 日（水）・18 日（木）・24 日（水）・

31 日（水）・６月１日（木）・７日（水）・14
日（水）・15 日（木）計８回 昼４時～６時

まで（初回は昼３時 50 分集合） 
場場  所所 くにたち市民総合体育館 室内プール 

費費  用用 無料 

指指導導員員 国立市スポーツ推進委員 保坂智子ほか 
助手数名 

対対象象定定員員  
市内在住・在学の小学４・５・６年生  
計 40 名（泳ぎの苦手なお子さんが対象） 
※応募者多数の場合は抽選。参加が初めての

５・６年生が優先となります。 
申申込込方方法法  

  往復はがきに往信用裏に住所・氏名（フリガ

ナ）・学年・性別・緊急連絡先電話番号を、

返信用表にも住所・氏名を明記の上、お申し

込みください。 
※はがき１枚につき１名。複数名の記載、記載

漏れの場合は無効とします。 
４月 21 日（金）必着 

申申込込先先  

〒186-8501 国立市教育委員会 生涯学習課

「小学生の初心者水泳教室」係 

問問合合先先 生涯学習課 社会教育・体育担当  
☎（576）２１０７（直通） 

 

  
「小学生初心者水泳教室」参加者募集「小学生初心者水泳教室」参加者募集

と　き　 ５月１１日（水）・１３日（金）・１8日（水）・２０日
（金）・２５日（水）・２７日（金）・６月１日（水）・
３日（金）　計８回　午後４時から６時まで

ところ　くにたち市民総合体育館　室内プール
費　用　無料
指導員　くにたちドル平の会
対象・　市内在住の小学４・５・６年生　計３０名（泳ぎの

定員　苦手なお子さんが対象です）
� ※応募者多数の場合は抽選。
申　込　�４月１8日（月）（必着）までに、●くにたち市民

総合体育館ホームページ（https://kuzaidan.or.
jp/gym/）（ホームページは１６時まで）または●
はがきに①住所②氏名③ふりがな④電話番号⑤学
校⑥学年を明記の上、〒１8６­０００３　国立市富士見
台２­４8­１　くにたち市民総合体育館「小学生初
心者水泳教室」係　までお申し込みください。

� ※�申し込み１件につき１名。複数名の記載、記載
漏れの場合は無効とします。

� ※�締切後に抽選を行い、締切後１週間をめどに応
募者全員に連絡します。

問合先　くにたち市民総合体育館☎（５７３）４１１１
主　催　（公財）くにたち文化・スポーツ振興財団
共　催　国立市教育委員会　生涯学習課

次回の公民館運営審議会（定例会）

と　き　４月１２日（火）　夜７時１５分～
ところ　公民館　地下ホール
� 　感染予防の上、傍聴歓迎。

申込書のポスト投入期間 4月2日（土）～２7日（水）

公用使用の貼り出し 4月１０日（日）頃

予約の重なりのあった
団体の掲示開始日

4月３０日（土）

会場調整会 5月7日（土）朝１０時～

重なり状況▶

・�予約の重なりのある、なしに関わらず、電話による
連絡はいたしません。（ご不明な点は、公民館へお
問い合わせください。）
・�会場調整会へは、１団体につき１名（第１希望の会
場がとれなかった場合の別の候補日も想定して、活
動日を決定できる方）の方が、手洗い・マスク着用
等の感染症対策のうえ、ご参加ください。

ー６月（ロビー７月）分
　会場調整会のお知らせー

会場調整会は朝10時
までに受付を済ませ
てください。
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―この「公民館だより」は再生紙を使用しています―

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
方
も
多
い

公
民
館
の
人
気
講
座
「
野
鳥
観
察
」
の

講
師
・
サ
ポ
ー
ト
を
担
当
さ
れ
て
い
る

「
く
に
た
ち
野
鳥
観
察
会
」
を
取
材
し

て
き
た
。

会
で
は
、
月
に
一
度
、
城
山
・
ハ
ケ

コ
ー
ス
と
多
摩
川
コ
ー
ス
の
野
外
観
察

会
を
実
施
し
て
い
る
。
最
近
で
は
、
メ

ン
バ
ー
の
都
合
も
あ
り
、
２
コ
ー
ス
を

１
日
に
統
合
し
て
行
う
こ
と
が
多
い
と

い
う
。
午
前
の
み
、
午
後
の
み
の
参
加

の
方
も
い
る
。
た
だ
、
夏
場
は
体
力
的

な
こ
と
も
あ
り
、
別
々
の
日
に
行
う
と

の
こ
と
だ
。

野
鳥
を
探
し
て
コ
ー
ス
を
歩
き
、
野

鳥
の
気
配
を
察
知
し
た
ら
、
立
ち
止
ま

り
観
察
す
る
。
双
眼
鏡
で
み
る
。
野
鳥

の
種
類
・
数
を
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
記

入
す
る
。
さ
ら
に
写
真
を
撮
る
人
も
い

る
。
野
鳥
の
識
別
に
役
立
つ
と
い
う
。

活
動
日
は
、
野
外
の
活
動
と
な
る
た

め
、
週
間
天
気
予
報
と
講
師
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
考
慮
し
て
毎
月
１５
～
２５
日
を

目
途
に
設
定
し
て
い
る
。
そ
の
都
度
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
案
内
が
届
く
。

講
師
は
公
民
館
の
講
座
で
も
お
な
じ

み
の
佐
伯
元
行
さ
ん
と
中
島
徹
也
さ
ん

で
、
と
て
も
頼
り
に
な
る
存
在
だ
。
佐

伯
さ
ん
は
ま
る
で
セ
ン
サ
ー
の
よ
う
に

素
早
く
野
鳥
を
見
つ
け
、
示
し
て
く
だ

さ
る
。
す
る
と
、
中
島
さ
ん
は
単
眼
鏡

で
野
鳥
を
ア
ッ
プ
で
捉
え
、「
は
い
今
、

オ
オ
バ
ン
が
見
え
ま
す
よ
」
と
す
か
さ

ず
、
見
せ
て
く
だ
さ
る
。
お
二
人
の
阿あ

吽う
ん

の
呼
吸
を
感
じ
る
。
メ
ン
バ
ー
は
１５

名
ほ
ど
だ
が
、
皆
さ
ん
ご
都
合
の
よ
い

と
き
に
参
加
さ
れ
て
い
る
の
で
、
毎
回

５
～
７
名
程
度
と
な
る
そ
う
だ
。

ま
た
、
会
で
は
２
０
２
１
年
１２
月
時

点
で
２
コ
ー
ス
あ
わ
せ
て
２３０
回
に
及
ぶ

全
て
の
回
の
観
察
記
録
を
蓄
積
さ
れ
て

い
る
。
中
島
さ
ん
は
「
仕
事
時
代
に
覚

え
た
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
の
関
数
を
フ
ル
に
活

用
し
、
観
察
デ
ー
タ
を
処
理
す
る
こ
と

で
野
鳥
の
動
向
が
把
握
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」
と
お
っ
し
ゃ
る
が
、
く

に
た
ち
の
「
環
境
の
バ
ロ
メ
ー
タ
」
と

も
い
え
る
貴
重
な
デ
ー
タ
だ
。

野
鳥
観
察
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

月
に
２
コ
ー
ス
（
そ
の
都
度
）

場
所　

野
外
（
城
山・ハ
ケ
、多
摩
川
）

連
絡
先　

中
島

�
t-nakaji@

jcom
.zaq.ne.jp

 

（
文
・
写
真　

小
林　

栄
子
）

〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
３
６
６
〉

く
に
た
ち
野
鳥
観
察
会

文
章
表
現
の
会

あ
な
た
に
だ
け
し
か
書
け
な
い
文
章

を
、
会
の
メ
ン
バ
ー
に
披
露
し
て
、
感

想
を
し
合
う
。
こ
う
し
て
文
章
と
表
現

を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
是
非
仲
間
に
な

っ
て
研
究
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

毎
月
第
２
土
曜
日　

朝
１０
時
～

場
所　

公
民
館　

中
集
会
室

連
絡
先　

森
本
（
５７４
）
８
０
５
３

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
へ
の
お
願
い

ウ
イ
ー
ク
デ
ー
を
中
心
に
楽
し
い
汗

を
流
し
て
い
ま
す
。
日
頃
の
運
動
不
足

と
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
一
緒
に
テ
ニ
ス

を
し
ま
せ
ん
か
。
男
女
問
わ
ず
経
験
者

大
歓
迎
で
す
。　

国
立
ス
ピ
カ

日
時　

毎
週
㈫
谷
保
、
㈭
広
場
コ
ー
ト

場
所　

市
内
の
各
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

連
絡
先　

金か
ね

藤と
う

（
５７１
）
２
８
９
６

一
緒
に
ギ
タ
ー
を
弾
き
ま
せ
ん
か

く
に
た
ち
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ　

か
な
で

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
で
独
奏
、
重
奏
、

合
奏
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

な
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ
。

日
時　

毎
週
日
曜
日　

昼
１
時
～
５
時

場
所　

東
福
祉
館
等

連
絡
先　

石
井
０９０
（
８５０９
）
６
７
０
５

数
学
を
楽
し
む
集
い
（
４
月
期
）

図
形
パ
ズ
ル
や
蜂
の
巣
が
六
角
形
の

理
由
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
数
学
の
思
い

が
け
な
い
使
い
方
が
お
分
か
り
い
た
だ

け
ま
す
。
ど
な
た
で
も
気
軽
に
お
越
し

下
さ
い
。
参
加
の
方
は
、
お
電
話
を
。

日
時　

�

４
月
９
日
㈯
２３
日
㈯
昼
１
時
～

場
所　

公
民
館　

集
会
室

連
絡
先　

山
本
（
５７２
）
１
０
２
８

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
お
日
さ
ま
活
用
術

身
近
な
物
を
使
っ
た
ソ
ー
ラ
ー
ク
ッ

カ
ー
等
の
エ
コ
技
を
電
気
代
０
円
主
婦

の
フ
ジ
イ
チ
カ
コ
が
ご
紹
介
し
ま
す
。

要
予
約　

資
料
代
５００
円　

ス
ペ
ー
ス
Ｆ

E-m
ail　

spacef@
ac.auone-net.jp

日
時　

�

４
月
１７
日
㈰
昼
１
時
～
２
時
半

場
所　

公
民
館　

講
座
室

連
絡
先　

藤
井
（
５０７
）
４
４
１
４

く
に
た
ち
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
４４
回
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
「
ロ
ザ
ム
ン
デ
」
ワ
ー

グ
ナ
「
マ
イ
ス
タ
ー
ジ
ン
ガ
」
リ
ス
ト

交
響
詩
「
前
奏
曲
」
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ

「
眠
れ
る
森
の
美
女
」指
揮
中
島
章
博

日
時　

４
月
１７
日
㈰　

昼
２
時
開
演

場
所　

府
中
の
森
芸
術
劇
場

連
絡
先　

事
務
局
０８０
（
５４４５
）
９
２
９
２

く
に
た
ち
国
際
友
好
会
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

４
月
の
国
際
理
解
講
座
は
タ
イ
に
つ

い
て
泰
日
工
業
大
学
勤
務
で
バ
ン
コ
ク

在
住
の
吉
田
ド
ゥ
ア
ン
ダ
オ
さ
ん
に
お

話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン

故
、
事
前
申
し
込
み
し
て
下
さ
い
。

日
時　

４
月
２１
日
㈭　

夜
７
時
～
９
時

場
所　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
行
い
ま
す

連
絡
先　

和
田
０９０
（
３４９７
）
２
１
１
０

「
タ
ネ
は
誰
の
も
の
」
上
映
＆
講
演

映
画
２
回
上
映
＆
３
時
～
元
農
水
大

臣
山
田
正
彦
さ
ん
の
講
演
。
４
月
か
ら

種
苗
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
食
の
安

全
は
守
ら
れ
る
の
か
？
参
加
費
千
円
。

要
予
約
。　

１０１
匹
目
の
猿
＠
く
に
た
ち

日
時　

４
月
２９
日
㈮
昼
１
時
・
４
時
半

場
所　

Ｋ
Ｆ
ま
ち
か
ど
ホ
ー
ル

連
絡
先　

酒
井
０９０
（
６０３９
）
２
１
３
４

カワセミを探しています＠多摩川

わが農園の「モズ」
撮影　和賀　一さん

（フォトサークルくにたち）


